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⑥

ドリル全体手順

① 船主:
造船所へ発注

② 船主⇔造船所:
仕様書,GAの作成
船主との打ち合わせ

③ 造船所⇔設計会社A:
設計会社発注、仕様調整

④ 造船所⇔船用メーカー:
機器手配＆機器データ提供

⑤ 舶用メーカ⇔設計会社:

⑥ 設計会社A,B,C ⇔造船所
⇔船用メーカー:
3Ｄ設計業務

⑦ 図面承認（船主、NK)

⑧ 設計会社:図面納品

NK
N-PASS

⑦

1.設計全体フローイメージ（今後）

⑦

クラウド型情報共有・交換システム

Internet TV会議

共有情報DBP.22-26参照
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配管
背景モデル

3Dモデル
切り出し

詳細背景モデル

3D CAD Design 現状フロー
造船所

・GA

・船型データ

板材
3Dモデルデータ

NAPA Drafting

・外板展開図
・各種Yard図
・艤装図下絵

, etc. 

CADMATIC OUTFITTING

・サポート一品
・取り付け図
・管一品図

, etc.

CADMATIC HULL

・切板部品図
・外板曲げ型
・ブロック毎重
量重心

, 
etc.

NAPA Designer

・初期重量算定
・型鋼発注リスト
・各システムへの連
携データ

, etc.

構造設計
エキスパート
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P.4～8参照

P.10～13参照 P.14～20参照

P.5～9参照

前倒し３D艤装設計の実現Ship Design 
Master



3D モデル (NAPA Designer)
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3D PDF

１）精度の高い船殻重量と重心位置の推定が可能
２）この時点で精度の高い発注鋼材リスト作成（P7)
３）３D艤装設計のスタート

2.船殻設計 NAPA Designer &Draftingの利用

GAと類似船構造図でNAPA
モデル作成

NAPA Draftingで２D Key 
Plan=>構造チェック(P5)

２D Key Plan=>構造計算
チェック（P6)

NAPA モデルの調整



KEY PLAN

NAPA Designer & Drafting出力情報の利用(1)
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NAPA Model=>自動作図（約20%手動調整）＝＞JG(NK）承認



構造計算書

NAPA Designer &Draftingの利用（構造計算）(2)
エクセルベースの計算書テンプレート利用
計算結果をNAPA モデルへ反映
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鋼材発注リスト作成

NAPA Designer & Drafting出力情報の利用（3）

・骨部材：NAPAでSitff.等内鋼材の長さを集計し,規格長さが何本必要かを出力。

・板部材：NAPAモデルをCadmaticへ渡し, 仮ネスティングを行って板材リスト作成。
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YARD PLAN

NAPA Designer & Drafting出力情報の利用（4）
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必要詳細図をNAPAから出力させる（標準化、調整30%）。
常に最新の状態の船殻図作成可能



艤装詳細図

NAPA Designer & Drafting出力情報の利用（5）
下絵をNAPAから出力させる。
常に最新の状態の船殻図を下絵として利用可能
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3. 3D船殻モデル (Cadmatic Hull)
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NAPA Model=>CADMATICデータ自動変換（2020T2Versionで変換率80% ,2020T3で100%変換予定

3D PDF



組み立て治具図工作図

船殻設計 (CadmaticHULL)出力情報(1)

P.11



船殻設計 出力情報(CadmaticHULL)(2)

ブロック重量・重心外板曲げ型
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船殻設計 出力情報(CadmaticHULL)(3)

形鋼部品図切板部品図
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4. 3D配管艤装モデル (Cadmatic Outfitting)

3D艤装機器配置モデル（艤装総合配置図）からスタートする：
艤装設計経験豊富なベテランの技からAIなどによる知識利用型へ（取組み課題）
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ダイアグラムで接続されている先
(ポンプ)までの仮のルートが３次元
モデルの中に表示される

管系統図(Piping Diagram)と３DCADモデルの連携

・ダイアグラムと３次元モデルの違いをチェック
・機器や金物の接続の順番、枝管の位置をチェック

・違いが有る場合は赤い×印表示
・クリックで３次元モデルの中で目視確認



取付図
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配管設計 出力情報(CadmaticOutfitting)（１）

３Dアイソメ図＋管、サポート取付表（P17,20)で現場作業、Cdmaticで自動出力

サポート取付図：サポート位置を直感的に
把握、正確な取付位置はサポート取付表

管取付アイソメ図：管取付模様を直感的に
把握、正確な取付位置はサポート取付表



配管設計 出力情報(CadmaticOutfitting)(2)
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管材集計表 CADMATICモデルから自動作成



配管設計 出力情報(CadmaticOutfitting)(3)
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Pipe 取付 Table CADMATICモデルから自動作成



管一品

配管設計 出力情報(CadmaticOutfitting)(4)
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CADMATIC 2020T2でJapanese Style一品図
に代わる＝＞図調整作業無で10％工数減



サポート一品

配管設計 出力情報(CadmaticOutfitting)(5)
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CADMATICモデルからほぼ
自動作成



配管設計 出力情報(CadmaticOutfitting)(6)
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Support Install Table CADMATICモデルから自動作成



3D モデルから補器台図面作成 (Cadmatic Outfit)(7)
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CADMATICモデルから自
動作成
調整作業30%

機器の現場取付位置を正
確・容易に確認のためｘ
R（Reality)利用の研究を
進める。
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2020/06/25
株式会社 スマートデザイン

Basic Design Production Design

３D CAD Design

３D CAD Model 
Viewer

２D 
Approval/Production 
Drawings,
Malker Drawings

Cloud Server

５．２D CAD設計₌>３D CAD設計への転換

eShare (情報統合システム）



３Dモデル＋関連２D図面情報リンクで
３D設計の効果的利用促進：
・設計段階での３D設計チェックェック
・建造段階での取付確認
・メンテナンス段階での利用

・Digital Twin利用

P.24Valve DWGPump DWG

Seat DWG

完成３D設計Material(新しい完成図書の形):
クラウドサーバーにアクセス

eShare
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：船のLife Cycle Designの中で活用


